
 

新型コロナウイルス 

抗体量の検査について 

（IgG抗体(s)定量検査） 
 

 

 当院では、新型コロナウイルスワクチンを接種された方や、実際に感染して回復された方

を対象に、新型コロナウイルスの抗体量を測定する「抗体定量検査」を実施しています。 

 

 ワクチンによって、あるいは感染したことによって、どの程度抗体がついているかどうか、

を調べることが出来ます。 

 

 ただ、抗体の量が多いからといって、感染を完全に防げるわけではありませんので、引き

続き、感染予防対策の継続をお願いします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＜抗体量の検査をおススメする方＞ 

・過去に新型コロナウイルスに感染したか不明で、ワクチン

（１回目）を打つ前から既に中和抗体が出来ているのかを

調べたい方。 

・ワクチン接種後、時間が経過し、今も中和抗体が残ってい

るか心配な方。 

・ワクチン接種後に副反応がなく、本当にワクチンが効いて

いるのか心配な方。 

・ワクチン接種後に副反応が強く出て、抗体が既に十分ある

のではないかと思う方。 

 

＜抗体量を測定するタイミング＞ 

・新型コロナウイルス感染症にかかった場合、中和抗体（IgG(s)抗体）は、発症後 

約１０日で上昇し、発症後約２０日で抗体価がピークになると言われています。 

・新型コロナワクチンを１回接種すると、接種後１１日目以降で抗体が陽性になります。 

２回接種すると、接種後１４日目以降で十分な抗体量が産生されています。 

 

 したがって、・過去感染が気になる方→症状出現後、20日経過してから 

           ・ワクチン接種後      →2回接種後、14日経過してから 

 のタイミングで検査するのをおススメします。 



 

 

 
 

 
 



＜検査費用について＞ 

新型コロナウイルスの中和抗体の量を測定する検査は、自費診療となります。 
1回の検査につき総計５５００円（診察料・検査結果郵送料・消費税込み）となります。 

検査は外注で行い（BML社に委託、Abbott社の試薬で測定）、結果は3～5日後です。 

 

＜検査結果の解釈について＞ 

※検査結果は、以下のように表記されます。 

 

 

 

 

 

『判定』・・・中和抗体が検出されたかどうかを(+)か(-)かで表示しています。 

 抗体価（＝「定量値（AU/mL）」）が５０以上であれば(+)に、５０未満であれば(-)と表示されます。 

 (-)であれば、新型コロナウイルスの中和抗体が体内に無いという事になります。 

 (+)であれば、新型コロナウイルスの中和抗体が体内に有るという事になり、その量が『定量値』です。 

 

『定量値』・・・中和抗体の量（抗体価）です。この数値を、下記の「結果の見方」と照らし合わせてご確認ください。 

結果が 4160 AU/ml 以上であれば、100 人中 95 人（95％）の確率で、感染予防や重症化予防に十分な

抗体があると考えられます。ただし、それより少ない抗体量であっても、感染予防や重症化予防につながらない

わけではなく、2150 AU/ml 以上あれば 80％の確率で感染予防・重症化予防につながる抗体があると考え

られます。全く抗体が検出されなかった場合、「LT 6.8」と表示されます（6.8未満という意味）。 

 

 


